
花いっぱい運動すすめて明るい郷土

郷土を美 し く

道路美化の3団体が受賞

　道路の美化、清掃に功績のあっ

た団体として置野内の中水流杜年

会（県知事）、同大工野ことも会

（一向土木事務所長）、福瀬小児

重会（県道路利弔者協議会長）か

表彰され、このほと役場て上田式

か行なわれました。

　中水流仕ll会は国道冶線に寧箱

を設置して定期的に収集整理して

いるほか街路樹の手入れなとの盾

動に、大工野こども会は国道、町

道、私道なとの美化と塵の投げ捨

て防止立看板の設置なとの盾動に

対して、また福瀬小児重会は毎月

の定例日の登下校時に道路上の塵

拾集を行なっていることに対する

功績か認められました

　田」民憲亭にもあるとおり、町民

ひとりひとりが一郷七冷愛する」

心を大切にし育てたいものてす。

昭和52年11月号第316号
かたはらに秋ぐさの花かたるらく

ほろびしものはなつかしきかな 牧水

発行東郷町役場・編集企画開発課
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町報とうこう

1
1
月
2
6
日
～
1
2
月
2
日

　
火
災
の
多
発
期
に
ば
い
り
ま
し
た
が

国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
壱
識
の
向

上
を
図
b
、
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命

損
傷
事
故
の
絶
滅
を
期
し
て
十
一
月
二

十
六
日
か
ら
ヨ
一
弓
二
日
ま
て
秋
の
全

国
火
装
r
防
運
動
か
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
て
は
、
つ
き
の

二
項
目
を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

幼
児
、
老
人
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

最
近
は
、
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
な

～
，
電

ど
居
住
専
用
建
築
物
の
火
災
か
多
く
建

物
火
災
の
過
半
数
を
占
め
、
こ
の
副
合

は
こ
こ
数
年
増
加
の
き
さ
し
を
み
せ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
の
数
も
居

住
専
用
建
築
物
の
火
災
に
よ
る
も
の
か

最
も
多
く
、
特
に
自
力
避
難
の
て
き
な

い
幼
児
や
一
般
的
に
体
力
的
条
件
が
悪

く
、
身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
か
多
い

た
め
に
、
特
に
幼
児
、
老
人
の
焼
死
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

戸
§
〉
．
㌧
b
．
盗

火し気
のよを
もうつ
と　け
に　ま

シ火

凝
望
る

ソノノら鴻・劣2

診　　　　誉鯨
　　　　1彦く

生
さ
た
自
主
防
火
管
理

あ
．
穿

　
　
　
　
7

診
ゲ
よ
3
か

膨
％

体
制
つ
く
り

響

　
最
近
の
旅
館
、
テ
ハ
ー
ト
、
病
院
、

複
合
用
途
防
火
対
象
物
な
と
多
数
の
人

か
利
用
す
る
建
物
の
火
災
て
は
、
防
火

管
理
の
不
徹
底
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
建
物
関
係
者
の
安
全
体

制
の
整
備
に
関
す
る
社
会
的
責
任
音
」
識

の
高
揚
と
生
き
た
防
火
管
理
体
制
づ
く

り
の
促
進
も
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

暉

々
髪
グ

讃
難し，ま艇

全
国
い
っ
せ
い
実
施
事
項

’

　
ま
た
、
今
回
の
運
動
て
は
全
国
い
っ

せ
い
実
施
事
項
と
し
て
、
家
庭
と
職
場

こ
と
に
つ
き
の
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
．
、

【
家
庭
】

▽
幼
児
、
老
人
た
け
を
残
し
て
外
出
す

　
る
こ
と
は
っ
と
め
て
さ
け
る
。

▽
幼
児
、
老
人
の
女
塾
な
避
難
方
法
を

　
考
え
る
。

▽
就
寝
前
の
火
の
元
占
い
検
を
必
ず
行
な

　
▼
つ
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。
ま
た

　
さ
せ
な
い
よ
う
に
吐
菅
す
る
。

▽
自
分
か
使
う
大
は
消
す
ま
て
責
任
を

　
も
ち
、
そ
の
つ
と
安
全
を
確
認
す
る

▽
一
日
一
回
は
防
火
に
つ
い
て
反
省
す

　
る
。

【
職
場
】

▽
職
場
く
る
み
て
消
火
、
通
報
お
よ
び

　
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
。

【
消
防
用
設
備
な
ど
を
総
占
、
検
し
、
い

っ
て
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

▽
非
常
口
附
近
や
通
路
に
は
物
を
置
か

　
な
い
よ
う
に
す
る
．
、

▽
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防
火

　
童
識
を
高
め
る
。

▽
複
合
用
途
ヒ
ル
入
居
者
は
、
共
同
防

　
火
に
つ
い
て
お
互
い
に
責
任
を
果
た

　
す
。

暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方

　
㊤
　
出
入
口
、
通
路
、
階
段
下
な
と

通
行
の
邪
魔
に
な
る
場
所
て
は
使
用
し

な
い
。

　
2
　
カ
ー
テ
ン
、
亭
イ
、
ふ
す
ま
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
や
、
燃
え

や
す
い
も
の
か
落
ト
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
て
は
使
用
し
な
い
、
．

　
③
　
幼
児
の
い
る
家
妊
て
は
、
ス
ト

ー
ブ
の
周
囲
に
か
こ
い
を
す
る
な
こ
暖

房
器
具
1
7
由
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る

　
④
　
故
障
し
た
り
破
損
し
た
器
具
は

使
用
し
な
い
。

　
⑤
器
具
の
周
囲
を
、
い
つ
も
き
ち

入
と
整
理
し
、
駄
え
や
す
い
も
の
は
近

く
に
置
か
な
い
。

　
⑥
　
器
具
の
占
い
検
、
整
備
を
ま
め
に

す
る
。

　
㊤
　
洗
た
く
も
の
な
ど
の
乾
曝
器
代

わ
り
に
使
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

、

金
　　

@
師

資
筑

　　

@一

業
い
　
　
　
（

　
　
　
ぜ

曲
辰

　
　
　
の

　
　
　
郎

　
農
業
の
経
営
近
代
化
と
資
本
装
備
の

高
度
化
を
図
る
た
め
の
各
種
資
金
制
度

か
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
農
家

の
方
々
に
十
分
周
知
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

趣
旨
に
適
合
す
る
資
金
の
借
入
れ
申
込

み
を
受
ナ
て
い
ま
す
が
、
借
入
れ
由
込

み
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
申
込
み
期
日
を
偶
数
月
（
2
・

4
・
6
・
8
・
1
0
・
1
2
月
）
の
末
日
ま

て
と
し
、
翌
月
の
ト
旬
に
金
融
部
会
て

審
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
協
の
窓
口
へ
早
目
に
申
込
み
、
資

金
の
使
途
別
に
こ
虐
用
く
た
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
）

資全の種類，利：率，償還期間及び据置期間一覧表
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、
司
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町報とうこう

町
民
体
育
大
会
か
ら

　
秋
晴
れ
の
十
月
十
六
口
、
町
総
合
グ

ラ
ン
ド
で
第
十
七
回
町
民
体
育
大
会
が

行
な
わ
れ
、
各
種
目
に
接
戦
を
展
開
し

観
衆
を
わ
か
せ
ま
し
た
、

　
当
日
は
午
前
九
時
か
ら
開
会
式
が
行

な
わ
れ
、
頓
証
、
腹
固
掲
揚
、
優
勝
旗

優
勝
杯
返
納
の
あ
と
、
木
村
誠
大
会
会

．
長
、
都
甲
鶴
男
大
会
運
営
委
員
．
長
が
あ

い
さ
つ
、
迫
野
内
の
黒
木
忠
雄
選
手
が

宣
誓
し
て
午
前
九
時
五
十
分
の
男
子
百

層
か
ら
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
，

　
近
年
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の

向
上
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
東

臼
杵
郡
民
体
育
大
会
で
は
、
女
子
が
優

勝
、
男
子
が
二
位
、
総
合
で
二
位
を
獲

得
し
た
ほ
か
、
女
子
百
層
の
選
手
が
県

大
会
で
も
優
勝
し
、
今
月
十
一
日
、
十

二
日
に
園
立
競
技
場
で
行
な
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
さ
ら
に
向
上

の
き
ざ
し
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
今
大
会
は
新
記
録
ラ
ッ
シ
ュ
で
男
子

百
u
，
，
五
十
歳
以
上
、
同
年
春
意
リ
レ
ー
、

同
走
高
跳
中
学
生
、
同
高
校
生
、
同
砲

丸
投
中
学
生
、
同
高
校
生
、
同
四
十
歳

以
上
、
女
子
百
層
二
十
五
歳
以
下
、
同

二
十
六
歳
～
二
十
九
歳
、
同
三
十
歳
代

同
四
十
歳
代
、
同
四
百
ゾ
リ
レ
ー
、
同

年
令
別
リ
レ
1
、
同
走
幅
跳
中
学
生
、

同
一
般
で
そ
れ
ぞ
れ
記
録
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
．
、

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
は
つ
翌
、
、
の
と
お

り
で
す
，

【
男
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
「
．
中
学
高
校
生
、
届
岩
田
豊
昭
（
福
）

12

b
8
．
三
寺
原
勝
闘
（
羽
）
1
3
秒
0

③
小
林
英
明
（
福
）
　
（
3
）
水
野
順
一
（

仲
）
1
3
秒
1
　
7
一
般
二
十
五
歳
以
下

－
福
谷
集
（
鶴
）
1
2
秒
3
　
タ
・
記
録

　
〔
　
一
生
八
野
三
障
　
（
価
畑
）
　
η
秒
4
弓
　
　
冨
〕
土
寸
田
川

誠
二
（
鶴
）
1
2
秒
5
　
「
，
・
二
十
六
敏
～

二
十
九
歳
丁
渡
辺
太
（
仲
）
1
2
秒
7

　
タ
イ
記
録
2
池
田
健
一
（
迫
）
1
2

秒
9
　
③
草
野
新
平
へ
仲
）
1
3
秒
1

▽
三
十
臓
代
丁
社
田
弘
幸
（
福
）
1
2
秒

6
　
②
矢
野
博
（
福
）
1
2
秒
7
　
3
．
那

須
三
曲
（
小
）
1
3
秒
1
　
一
・
四
十
歳
代

①
都
甲
祐
吉
ρ
小
）
1
3
秒
5
　
豊
直
野

選
手
宣
誓

、
、

，

、
、

胸
ひ
と
つ
の
差

、
マ
渉

、塾．

「2
少
9

一
工
↑

）9　
▼
一
一
百
メ
ー
ト
ル

　
7
中
学
高
校
生
↑
｝
小
林
英
明
（
福
）

26

b
4
　
「
・
・
モ
ロ
満
彦
（
鵬
）
2
7
秒
0

　
3
高
森
真
二
（
小
4
2
7
秒
3
　
［
二

股
↑
）
福
谷
集
（
傷
）
2
4
秒
6
一
驚
イ
記

録
　
［
ウ
・
）
寺
田
誠
二
（
費
）
2
5
秒
2
　
3

テ
野
博
（
福
）
2
5
秒
4

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

　
丁
池
旧
単
、
．
．
く
（
追
）
4
分
4
7
秒
7

　
〔
2
二
山
省
二
（
鶴
】
4
分
4
7
秒
9

　
〔
邑
畝
原
修
身
一
小
）
4
分
5
5
秒
0

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

　
（
↓
池
田
平
美
（
迫
4
1
7
分
2
4
秒
　
（
2

三
原
修
身
（
小
）
1
7
分
4
3
秒
　
β
一
山

省
二
（
鶴
㌔
1
7
分
4
7
秒

　
　
　
　
　
　
雰
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
、
第
　
　
．
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
　
　
　
　
　
、
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
，
帽
　
　
　
奪
　
一
　
　
｛

f
　
　
・
　
・
㍗

　
　
　
し
・
　
　
　
」

　　

@
～
、
・
嚢
轟
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
↓

直
志
（
福
）
1
3
秒
8
3
鶴
田
久
二
男

（
福
）
　
冨
、
富
山
勲
（
坪
）
1
4
秒
O

・
五
十
歳
以
上
、
↓
井
上
秋
三
郎
（
鶴
）

　
　
　
　
新
記
録
　
妻
橋
口
昭
夫
（
仲

　
1
4
秒
3
　
爾
東
村
吉
市
（
小
）
1
4
秒

町報とうこう
（5）

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
①
鶴
野
内
1
分
4
2
秒
4
　
②
仲
深
1

分
4
9
秒
1
　
③
坪
谷
1
分
4
9
秒
8

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

　
①
小
野
田
2
分
1
7
秒
0
．
新
記
録

②
坪
谷
2
分
2
0
秒
5
　
③
福
瀬
2
分
2
1

秒
0≠蜘

ずr
b
藺

す
ば
ら
し
い
背
面
と
び

「

薪
　
　
・

一　．

轟
．
・

　
▼
走
幅
跳

　
▽
中
学
生
①
直
野
吉
範
（
福
）
5
初

46

@
②
寺
田
博
志
（
羽
）
5
η
2
9
　
曾

山
床
信
生
（
左
下
）
4
η
9
6
　
▽
高
校

生
〔
二
二
同
森
亘
ハ
ニ
（
小
）
4
溜
9
3
　
②
高

木
秀
俊
（
福
）
4
御
2
9
　
▽
一
般
㊤
鈴

町
浅
夫
（
鶴
）
5
η
昭
②
林
高
雄
（

鶴
）
5
吻
3
8
　
③
海
野
修
一
（
小
）
5

鋭
3
4

　
▼
走
高
跳

　
▽
中
学
生
①
岩
田
豊
昭
（
福
）
1
刎

62

齔
V
記
録
　
②
矢
野
良
（
坪
）
1
刑

40

@
③
黒
木
一
男
（
越
下
）
1
班
4
0

▽
高
校
生
①
矢
野
光
則
（
小
）
1
初
5
9

②
寺
原
正
伸
（
羽
）
1
彿
5
6
　
③
海
野

良
［
（
坪
）
1
卿
5
0
以
上
新
記
録

▽
一
般
①
黒
田
静
夫
（
田
）
1
規
6
1

②
二
瀬
太
（
小
）
1
η
5
8
　
③
渡
辺
太

（
仲
）
1
班
4
5

　
▼
砲
丸
投

　
▽
申
学
生
①
黒
木
正
彦
（
坪
）
1
1
班

2
　
②
直
野
吉
範
（
福
）
1
0
卿
9
4
　
③

鈴
木
雅
人
（
小
）
1
0
川
5
2
　
以
上
新
記

録
　
▽
高
校
生
①
田
原
貢
（
田
）
1
1
祝

5
1
』
新
記
録
　
②
海
野
憲
明
（
越
下
）

9
鋭
4
8
③
山
田
幸
祈
（
迫
）
9
躍
8

▽
一
般
二
十
歳
代
↑
」
小
川
勝
正
（
鶴
）

胴
翅
6
9
　
　
②
里
…
木
忠
雄
　
（
追
）
－
o
加
α

③
山
元
文
明
（
題
下
）
9
翅
8
7
　
▽
三

十
歳
代
丁
）
田
辺
英
雄
（
福
）
1
2
翅
7
8

②
赤
木
正
明
（
小
4
1
1
初
8
7
　
③
稲
田

茂
（
八
）
1
0
吻
9
4
　
▽
四
十
歳
以
上
一
⊥

黒
田
忠
義
（
田
）
1
2
加
7
2
・
・
新
記
録

②
寺
田
紋
太
郎
へ
鶴
）
1
1
切
7
7
　
㊧
岩

田
定
夫
（
福
）
1
1
加
3
6

【
女
子
】

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
学
高
校
生
①
直
野
み
か
（
福
）

14

b
3
　
②
寺
原
光
代
（
羽
）
1
4
秒
5

③
黒
木
明
子
（
寺
）
1
4
秒
8
　
マ
ニ
般

二
十
五
歳
以
下
F
↓
木
村
逸
子
（
小
、
1
4

秒
3
1
1
新
記
録
　
②
池
田
幸
代
（
小
）

15

b
5
　
③
甲
斐
実
千
代
（
小
）
1
5
秒

6
　
　
▽
二
十
六
出
戚
～
二
十
九
歳
（
↓
窓
爪
須

ツ
ギ
エ
（
八
）
1
5
秒
2
・
・
新
記
録

②
山
本
三
代
子
（
寺
）
　
1
6
秒
5

言
）
三
浦
み
よ
子
（
坪
）
1
6
秒
6

愚

察・㌦謹辱

、
毬
聯

二まかせて！一「たのんだわヨご

　
▽
三
十
歳
代
　
丁
二
局
瀬
藤
子
（
寺

）
1
6
秒
0
　
・
新
記
録
　
（
彦
関
野
ベ
ン

（
福
）
②
稲
田
チ
ト
ミ
（
八
）
1
6
秒
4

以
上
タ
イ
記
録
　
7
四
十
．
設
代
①
日
古
同

敏
子
（
越
・
）
　
↑
、
甲
斐
チ
ヅ
子
渚
越

下
）
　
丁
蔀
須
み
ほ
る
へ
坪
）
1
6
秒
9

以
上
新
記
録
　
▽
κ
十
歳
以
上
〔
ユ
黒
木

ク
ニ
ヨ
（
寺
）
1
8
秒
6
　
◎
中
里
チ
ト

セ
戸
越
下
）
1
9
秒
8
　
3
黒
木
梢
（
寺

）
2
0
秒
5

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
〔
1
1
）
羽
坂
1
分
0
秒
4
　
新
記
録
　
〔
2
）

田
野
1
分
1
秒
6
　
3
寺
迫
（
繰
」
し
げ

入
賞
）

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

　
（
r
）
小
野
田
1
分
5
3
秒
6
　
新
記
録

②
福
瀬
1
分
5
5
秒
3
　
包
八
重
原
1
分

55

b
5

　
▼
走
幅
跳

　
▽
中
学
生
↓
河
野
郁
代
「
三
下
）
3

加
6
7
　
2
松
浦
妙
子
（
福
）
3
η
6
1

◎
岩
本
美
恵
（
福
）
3
班
5
6
　
以
ヒ
新

記
録
　
▽
高
校
生
↑
〉
鈴
野
阜
了
（
欝
）

3
班
9
0
～
福
良
真
理
（
小
）
3
解
8
7

◎
矢
野
ひ
と
み
（
田
）
8
加
8
4
　
［
．
⊥

般
↑
舌
川
京
子
（
穿
）
3
胡
4
1
ρ
2
．
之

辺
洋
子
（
鶴
）
3
翔
3
D
　
璽
寺
原
真
喜

（
羽
V
3
翅
2
9

　
▼
走
高
跳

　
△
中
学
生
↑
」
都
甲
ス
ミ
子
（
小
）
1

溺
2
5
タ
イ
記
録
②
鈴
木
成
美
（
福

）
1
規
2
0
　
⑤
黒
木
二
代
（
坪
）
曾
甲

斐
し
ず
子
（
越
下
）
1
班
2
0
　
7
高
校

生
↑
）
矢
野
は
や
子
（
小
）
1
鋭
2
5

7
二
般
↑
）
木
村
逸
子
（
小
）
1
班
3
3

新
記
録
　
②
海
野
美
穂
（
越
下
）
1
班

15

@
⑤
甲
斐
実
千
代
ハ
小
）
1
加
1
5

そ
れ
い
け
！

こ
臼「瓦r

．

．
N

　
▼
砲
丸
投

　
7
中
学
生
丁
川
越
美
鈴
（
福
）
8
溺

26

U
鈴
善
き
ぬ
子
β
鶴
）
7
切
9
8

鋤
東
村
直
子
へ
小
ノ
7
況
8
9
　
7
高
校

生
（
該
当
な
し
）
　
「
．
一
破
」
藤
崎
月

．
ゴ
（
八
）
8
…
…
徊
　
〔
2
殴
小
．
⊥
須
ツ
ギ
ェ
（

八
）
7
鷹
5
5
包
肩
野
ミ
ノ
／
ブ
（
福
）

一
甲
斐
実
千
代
（
小
）
7
規
2
0

　
　
【
そ
の
他
】

　
▼
公
民
館
役
職
員
対
抗
リ
レ
ー

　
丁
主
寸
迫
1
分
5
6
秒
7
　
（
2
〕
小
野
ロ
ー

分
5
6
秒
9
　
3
鶴
野
内
1
分
5
7
秒
0

　
▼
職
場
対
抗
リ
レ
ー

　
丁
山
陰
郵
便
局
5
1
秒
7
乏
［
向
農

協
東
郷
支
店
5
2
秒
8
　
3
役
場
5
2
秒
．
9

　
▼
努
力
賞
　
越
表
公
民
館

【
成
績
】

↑
ホ
野
田
　
2
～
瀬
　
へ
2
癖
野
内

3
寺
迫
　
（
4
）
越
表
・
下
．
，
え
川
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諺
ζ益
税
銅妻・
揺

所
得
税
第
二
期
分
の

　
　
　
・
”
読
響
妻
三
ニ
ニ
三

馨
懲
糞
　
茎
菱

納
期
は
十
一
月
三
十
日
ま
で

　
十
．
月
は
、
所
待
謡
の
第
二
期
分
を

納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
．
．

　
所
　
　
。
は
、
第
一
顛
．
（
七
月
）
、
第

二
　
F
　
、
丁
コ
、
第
＝
．
期
　
翌
隼
三

／
1
）
に
分
け
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
，
こ
の
う
ち
、
第
｝
斯
、
分
と

第
．
一
顕
分
を
納
付
す
る
こ
と
を
予
定
納

税
と
い
い
、
そ
の
人
の
前
年
分
の
所
得

翫
を
、
華
に
計
冥
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
予
定
扁
F
額
は
、
翌
年
一
二
月
に

確
定
申
・
自
を
し
て
、
一
年
分
の
所
得
税

を
』
鼻
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
帆
分
の
予
定
納
税
額
が
あ
る
方

は
、
十
一
月
．
十
日
ま
で
に
納
め
て
い

ナ
だ
く
よ
う
か
門
、
い
し
ま
す
。

　
　
い
砂
・
遅
れ
ま
す
と
、
延
滞
税
が
か

や……一一如

豆知識．
ト
　
　
．

お還すみ前の30分

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下

さ
い
。年

末
調
整
の
注
意
点

　
十
二
月
は
、
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
の
月
で
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
か
か
る
所

得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の

支
給
の
時
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す

　
と
こ
ろ
が
、
毎
月
の
税
金
は
、
そ
の

月
の
給
料
等
に
対
す
る
税
金
で
、
概
算

的
な
も
の
で
す
か
ら
、
一
年
間
の
給
与

総
額
に
対
す
る
正
当
な
税
額
（
年
税
額

）
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
．
．

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
に
給
与
の
シ

払
を
受
け
る
時
に
、
そ
の
差
碩
を
着
算

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
を

一．

N
夫
調
整
」
と
い
い
ま
す
。
大
部
分

　就寝30分前にストーブを

消しても部屋の暖かさはそ

れほど変わりません。例え

ば6畳の洋間で室温が20度

の場合、ストーブを消して

30分たっても室温はわずか

しかさがりません。

　6畳用ストーブの場合、

30分点火すると約0．12∫の

油を使いますから、1ケ月

で約3．6著の節約ができる

のです。

髪
～
～
ー
ー
〔
ー
ー
し
～
一
～
一
（
ー
ー
」　　　　　　　　1一一紳一チボ臼

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ
の
年
末
調
整

に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
年
末
調
整
は
、
給
与
総
額
か
ら

扶
養
控
除
や
社
会
保
険
、
生
命
保
険
な

ど
の
各
種
保
険
料
控
除
等
の
金
額
を
控

除
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
控

除
の
金
額
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ

ん
が
勤
務
先
に
提
出
す
る
申
告
書
に
よ

っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
誤
り

の
な
い
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
を
正
し
く

行
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
．
、

　
今
年
結
婚
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
方
な
ど
、
年
の
中
途
で
扶
養
親

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
の
医
療
費
控
除
や
、
災
害
に
遭
っ

た
場
合
の
雑
損
控
除
な
ど
は
、
年
末
調

整
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
精
算
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
年
末
調
整
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

特
別
寄
稿
に
つ
い
て

　
今
回
か
ら
「
山
陰
風
土
記
」
を
都
甲

鶴
男
先
生
が
、
次
回
か
ら
「
牧
水
先
生

の
生
涯
．
一
を
塩
月
儀
市
先
生
が
そ
れ
ぞ

れ
特
別
寄
稿
さ
れ
隔
月
掲
載
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
企
画
開
発
課
企
画
係
）

一
軍

　　　　　　～r　　　　　呼ゾ　　　晒．　　ゾ．一　㌔　＝チ　轍～《一一一…一一画＿＿～
ー
シ
、
く
ピ
「
ア
臼
．
r
一
ど
r
～
ε

（
一
）
山
陰
の

　
　
　
　
し
ょ
や

　
　
　
　
庄
屋
ど
ん

　
中
央
公
民
館
下
に
、
桑
田
さ
ん
が

大
き
い
建
物
を
造
ら
れ
た
が
、
あ
の

敷
地
が
昔
の
庄
屋
寺
原
十
三
郎
屋
敷

の
あ
っ
た
所
で
す
。
当
時
の
名
残
り

は
西
側
の
石
塀
だ
け
で
し
ょ
う
。

　
徳
川
末
期
は
、
山
陰
村
、
坪
谷
村

、
八
重
原
村
、
下
三
ケ
村
に
、
そ
れ

ぞ
れ
庄
屋
が
い
ま
し
た
。
山
陰
庄
屋

は
小
野
田
、
鶴
野
内
、
田
野
羽
坂
、

福
二
、
寺
迫
を
担
当
し
て
相

当
な
羽
ぶ
り
を
き
か
せ
て
い

た
の
で
す
。

　
私
達
が
小
学
生
の
頃
、
山

陰
小
学
校
が
現
在
の
役
場
地

に
あ
っ
た
の
で
、
時
折
庄
屋

の
家
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
家
の
中
に
大
き
い
井

戸
が
あ
り
、
水
を
も
ら
い
に

行
っ
て
は
十
三
ぢ
い
か
ら
し

か
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
。
十

三
ぢ
い
と
は
十
三
郎
さ
ん
の

こ
と
を
、
近
隣
の
人
が
愛
称

語
と
し
て
使
っ
た
言
葉
で
す
。

い
藤
の
木
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
け
　
と
く
タ
　
　
　
ア
　
　
　
ゐ
　

か
け
、
網
を
す
い
た
り
、
酒
を
飲
ん
　
弥

だ
り
し
た
風
景
が
よ
く
あ
り
ま
し
た

。
酒
が
過
ぎ
る
と
道
路
を
大
声
で
歌

い
歩
き
、
腹
を
突
き
出
し
て
右
手
の

大
き
い
う
ち
わ
が
と
て
も
似
合
っ
た

姿
．
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
若
く
し
て
庄
屋
の
職
に
つ
き
、
寺

迫
の
部
落
有
林
壱
千
町
歩
の
裁
判
沙

汰
の
事
に
つ
い
て
は
、
身
命
を
投
げ

打
っ
て
努
力
さ
れ
勝
訴
し
、
寺
迫
区

民
に
深
く
感
謝
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
又
後
に
村
会
議
員
と
な
ら
れ
て

は
、
役
場
や
山
陰
小
学
校
建
設
等
の

　
　
　
　
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
事

山骸
）菰」L池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
に
は
花
の
ト

　
ン
ネ
ル
が
道
ゆ
く
人
を
た
の
し
ま
せ

　
た
の
で
あ
り
ま
す
。
十
三
郎
さ
ん
は

　
体
の
大
き
い
人
で
、
今
様
西
郷
ど
ん

　
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
晩
年
病
気

　
で
新
町
の
水
原
病
院
に
入
院
す
る
と

　
き
は
、
四
人
か
つ
ぎ
の
「
た
こ
し
」
で

　
運
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酒
が

　
好
き
で
川
端
の
榎
木
の
下
に
小
屋
を

．
2
　
．
　
p
’
い
，
「
．
）
’
一
ざ
も
「
’
　
」
6
雪
♪
彦
》
ノ
重
長
ノ
、
〃
u
い
4
一
’

等
、
功
績
は
偉
大
な
も

の
が
あ
っ
た
の
で
す
。

一
時
延
岡
の
兵
藤
氏
と

共
同
で
酒
造
業
を
経
営

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
長
く
は
続
い
て
い

ま
せ
ん
。
東
郷
館
と
．
冒

っ
て
旅
館
を
業
と
し
た

こ
と
も
あ
り
、
中
央
の

偉
い
方
々
の
宿
泊
所
で

あ
り
ま
し
た
。
太
田
屋

と
か
朝
日
館
と
か
の
旅

館
の
か
ず
か
ず
が
栄
え
た
時
代
も
懐

し
い
思
い
出
と
残
っ
て
い
る
の
で
す

　
田
老
の
庄
屋
十
三
郎
さ
ん
は
、
如

何
に
も
幕
末
、
明
治
、
大
正
と
生
き

ぬ
い
た
剛
放
嘉
落
な
風
格
人
柄
は
、

麟
韓
雛
慰
留

ま
す
・
　
　
　
　
　
挽

　　

�
�
c
榴
纏
＆

　　　鞠一…一～～一＿＿

町回とうこう
（7）

を動運滅驚

く焼て

達したら
引き抜い

発

　
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
と
し
て

　
』
に
な
っ
て
い
る
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
「
、
一
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
」
が

∴
近
　
じ
内
一
、
」
も
．
一
尻
さ
れ
ま
し
た
っ

　
い
ず
れ
も
一
夕
力
が
強
く
二
～
一
．
　
年

で
大
　
洛
を
作
ろ
た
め
、
発
見
し
だ
い

．
、
，
ハ
こ
二
、
，
「
引
き
占
い
’
…
却
し
て
く
だ

さ
い
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

　
キ
ク
科
の
多
年
草
。
北
ア
メ
ー
ー
カ
原

」．

D
粋
の
、
化
植
物
で
高
き
二
～
三
二
；
ト

ル
に
な
る
、
、
葉
は
長
披
針
形
で
短
毛
が

多
く
三
脈
が
明
ら
か
で
あ
る
。

十
月
か
ら
十
一
月
に
黄
色
の
花
が
つ
く

オ
オ
ブ
タ
ク
サ

　
キ
ク
科
の
一
年
草
．
．
地
下
茎
を
ひ
き

茎
は
直
立
し
て
高
さ
三
～
五
メ
ー
ト
ル

に
も
達
す
る
。
茎
、
枝
、
葉
の
全
面
に

毛
ま
た
は
短
い
伏
毛
が
あ
る
．
、
葉
は
長

柄
が
あ
り
、
ヤ
ツ
デ
や
モ
ミ
ジ
の
葉
の

よ
う
に
三
～
五
裂
し
て
い
る
。

　
花
は
ブ
タ
ク
サ
と
同
じ
で
花
期
は
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

’

セイタカアワダチツウ

今
月
の
う
ご
き
（
1
1
月
行
事
）

▽
駅
伝
大
会
　
1
1
月
6
日

・
歩
こ
う
会
　
1
1
月
2
6
日
～
2
7
日

木
村
さ
ん
全
国
大
会
に
出
場

　
先
月
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
木
村
逸
子

さ
ん
ρ
小
野
田
・
県
青
年
大
会
陸
上
の

部
百
層
優
勝
）
が
、
今
月
1
1
日
～
1
2
口

に
国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る
全
国
青

年
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す

　
1
1
月
8
日
に
出
発
し
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
日
青
協
広
報
部
）

、
〆
．

．
〆

オオブタクサ

差
響
一

狩
猟
事
故
を
防
ご
う

　
今
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
解
禁
で
す
。

　
罫
故
は
銃
砲
の
取
扱
い
、
狩
猟
上
の

不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
銃
砲

の
取
扱
い
は
］
度
誤
れ
ば
大
変
な
事
故

に
な
り
ま
す
。
事
故
の
な
い
楽
し
い
狩

猟
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
獲
物
よ
り
安
全
が
第
一

〇
引
き
金
を
引
く
前
に
矢
先
と
獲
物
と

　
の
安
全
を
確
認
す
る
。

○
終
っ
た
ら
必
．
ず
安
．
全
装
置
を
す
る
。

○
猟
の
時
以
外
は
装
て
ん
し
な
い
．
．

○
銃
口
を
人
に
向
け
な
い
。

2
銃
砲
の
保
管
は
確
実
に
し
よ
う

G
保
管
箱
に
入
れ
必
ず
施
錠
す
る
。

○
銃
と
弾
は
別
々
に
保
管
す
る
。

○
残
火
薬
は
一
括
保
管
す
る
。

暴
力
事
件
を
排
除
し
よ
う

酒
の
上
で
の
で
き
ご
と
な
ど
と
い
っ

て
暴
力
行
為
を
見
逃
す
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
．
、
飲
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
あ

と
が
こ
わ
い
か
ら
と
連
絡
し
な
い
の
も

間
題
が
あ
り
ま
す
．
、
小
さ
な
暴
力
行
為

も
許
し
て
お
く
と
の
さ
ば
り
ま
す
。

　
ど
し
ど
し
一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い

　
ド
ラ
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が

被
害
者
に
な
っ
た
と
き
を
考
え
撤
底
的

に
排
除
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
．

行
楽
期
の
交
通
事
故
を

防
ご
う

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
車
で
遠

出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
季
．
節
は
脇
見
、
居
眠
り
な
ど
の

死
亡
事
故
の
多
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す

　
行
楽
期
の
事
故
防
止
は
、

○
無
事
に
帰
れ
る
安
全
な
計
画
を
た
て

　
る
。
梯
子
は
低
い
と
こ
ろ
が
危
い
！

　
低
け
れ
ば
（
近
け
れ
ば
．
油
断
し
ま

　
す
。
急
が
ば
ま
わ
れ
で
す
。

○
出
発
前
に
整
備
点
検
を
十
分
に
す
る

○
無
理
を
せ
ず
体
調
を
整
え
る
。

○
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）
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聰
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県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　
昭
和
五
十
三
年
版
の
県
民
手
帳
を
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
．
．

　
価
格
は
一
冊
二
百
四
十
円
で
表
紙
は

オ
リ
ー
ブ
色
と
赤
色
の
二
種
で
す
が
、

赤
色
に
つ
い
て
は
限
定
印
刷
で
す
か
ら

早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．
．

　
各
組
園
長
、
職
場
の
代
表
者
な
ど
を

通
し
て
役
場
企
画
開
発
課
で
受
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

　
5
3
年
成
人
式

　
町
で
は
明
年
一
月
五
［
に
中
央
公
民

館
で
成
人
式
を
行
な
い
ま
す
。

　
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
受
付
、
九

時
三
十
分
が
開
式
で
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
三
＋
二
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
人
で
す
が
、
町
外
居
住
者

で
本
町
の
成
人
式
に
出
席
し
た
い
人
は

公
民
館
長
を
通
じ
て
、
十
二
月
十
日
ま

で
に
町
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
成
人
者
の
抱
負
に
つ
い
て

原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
四
百
字
づ

め
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に
ま
と
め
て
、

十
二
月
十
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
に

届
く
よ
う
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
祭
行
事
日
程

　
五
十
二
年
度
町
文
化
祭
の
行
事
日
程

が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
ら
ん
展
示
会
（
議
場
）
、

林
業
祭
（
農
協
）
を
除
き
、
中
央
公
民

館
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
が
あ
て
ら
れ
ま
す

▽
1
1
月
3
日
目
祝
）

　
　
公
民
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
1
1
月
4
日
（
金
）

　
　
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

▽
1
1
月
4
～
6
日

　
　
学
芸
品
展
示
会

▽
1
1
月
5
日
（
土
）

　
　
中
学
生
球
技
大
会

▽
1
1
月
5
日
～
6
口

　
　
消
費
生
活
展
示
会
　
ら
五
展
示
会

　
　
婦
人
学
級
生
作
品
展
示
会

▽
1
1
月
6
日
（
日
）

　
　
公
民
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
青
年
駅
伝
大
会
　
弓
道
大
会

▽
1
1
月
1
3
日
（
日
）

　
　
少
年
剣
道
大
会
　
野
球
大
会

▽
1
1
月
2
5
日
　
町
林
業
祭

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

　
県
で
は
次
の
と
お
り
昭
和
五
十
三
年

度
の
産
業
開
発
青
年
隊
の
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
県
内
在
住
者
で
満
1
8
才

～
2
5
才
ま
で
の
独
身
男
子
で
高
卒
程
度

の
学
力
を
有
す
る
も
の
。

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
納
期

金4
　
期

1
1
月
3
0
日

▽
応
募
方
法
　
規
定
の
申
込
書
に
履
歴

書
、
戸
籍
謄
本
、
健
康
診
断
書
、
最
終

学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
、
成
績
証

明
書
を
添
え
て
日
向
土
木
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
　
昭
和
5
3
年
1
月
2
0
日

▽
試
験
日
　
昭
和
5
3
年
2
月
1
日

　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
、

　
作
文
）
高
卒
程
度
と
面
接
試
験
。

7
試
験
場
所
　
日
向
土
木
事
務
所

▽
問
合
せ
先
　
県
土
木
部
管
理
課

被
爆
者
健
康
診
断

　
現
在
、
宮
崎
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
被
爆
者
健
康
手
帳
お
よ
び
健
康

診
断
受
診
結
婚
所
持
者
の
本
年
度
第
二

回
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
日
向
保
健
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

▽
診
断
期
限
　
1
1
月
1
5
日
ま
で

▽
受
診
料
　
無
料

　
　
善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
▽
小
野
田
の
関
野
勇
さ
ん
か
ら
（
宮

成
ケ
サ
さ
ん
・
8
4
才
ご
死
去
）

　
▽
小
野
田
の
畝
原
泰
光
さ
ん
か
ら
（

カ
メ
さ
ん
・
8
4
才
ご
死
去
）

　
▽
下
渡
川
の
山
床
ス
ミ
子
き
ん
か
ら

（
安
治
さ
ん
・
5
2
オ
ご
死
去
）

　
　
今
月
の
心
配
ご
と

　
　
　
　
　
相
　
　
談
　
　
日

　
　
　
　
1
1
月
1
5
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

（讐察白書よリ）
　　　　　　三ゴ斧アテのユ善カロ

・
）
壼
子

に
か
ぎ
フ
て

そ
ん
査纂

穣
鴫

㌦
・
・
．
臓
監

σぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
ヒ
　
ヘ
ヒ
ヒ

・
謙
磁

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
／
ノ

　
ま
．
ま
、
罎

蓉
3
・
嗣
。
袖

葉
叢

　
　
　
　
　
9
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

…
－
豚
ち
陣
流
の
名
一
…
父
の
陥
－
住
所

植阪高中佐川

野本尾村藤越

靱里三岡祐

恵奈光子一愛
政起慶国富
　　　　士昇
秀規光男男

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

新佐畝甲寺那矢海橋
名藤原斐原須野野口氏

節ミカ豊マ ﾇ利階名
子ヤメ松サノ吉郎教
327383788367711・25礪

一一・ ﾜちのうこぎ一一一

福
　
瀬

迫
野
内

八
重
原

福
　
瀬

小
野
田

小
．
野
田

住
所

寺
　
　
迫

寺
　
迫

．
半
　
　
　
、
｝

．
「
工
　
　
　
2
」

坪
　
　
谷

．鶴

�
鶴
野
内

卜
■
♂
r
目

ノ
　
壁
　
一

聯
野
内

三
H
　
　
　
r
目
2

．
社
　
　
浦
＝

人口6，755人　（一6）

　男　3，311人（÷2＞

女　3，444人　（一8）

世帯数1，757戸（＿8）

　　52年10月1日現在

　　（　　）は対前月比

　　　　　　　　　　　一　　　ゴ　　　　　　　　　～一　一　．　　　　　　　　一　　語　　　　　　一　　、．．　　　　　、　　一　　　∫　　　　一　　　ρ　．’　　一、一　∫．、
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